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   日出町告示第57号 

    平成23年第３回日出町議会定例会を次のとおり招集する 

       平成23年８月25日 

                                日出町長 工藤 義見 

   １ 期 日  平成23年９月１日 

   ２ 場 所  日出町議会議事堂 

────────────────────────────── 

   ○開会日に応招した議員 

池田 淳子君        藤井 博幸君 

工藤 健次君        安部 三郎君 

田原 忠一君        森  昭人君 

後藤  佑君        白水 昭義君 

佐野 故雄君        佐藤 隆信君 

熊谷 健作君        佐藤 二郎君 

佐藤 克幸君        笠置 久夫君 

城 美津夫君         

────────────────────────────── 

   ○９月３日に応招した議員 

     

────────────────────────────── 

   ○９月４日に応招した議員 

     

────────────────────────────── 

   ○９月26日に応招した議員 

     

────────────────────────────── 

   ○応招しなかった議員 

なし 

────────────────────────────── 
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────────────────────────────────────────── 

平成23年 第３回（定例）日 出 町 議 会 会 議 録（第１日） 

平成23年９月１日（木曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

平成23年９月１日 午前10時00分開会  

         開会、開議の宣告 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 諸般の報告 

    日程第４ 行政報告 

    日程第５ 委員長報告 

         質疑・討論・採決 

    日程第６ 議案第49号 平成２３年度日出町一般会計補正予算（第３号）について 

    日程第７ 議案第50号 平成２３年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

               について 

    日程第８ 議案第51号 平成２３年度日出町簡易水道特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

    日程第９ 議案第52号 平成２３年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）について 

    日程第10 議案第53号 平成２３年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）について 

    日程第11 議案第54号 平成２３年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）について 

    日程第12 議案第55号 平成２３年度日出町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

    日程第13 議案第56号 平成２３年度日出町水道事業会計補正予算（第１号）について 

    日程第14 議案第57号 日出町税条例等の一部改正について 

    日程第15 議案第58号 職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正について 

    日程第16 議案第59号 物品の購入について 

    日程第17 認定第１号 平成２２年度日出町一般会計歳入歳出決算、国民健康保険特別

会計、簡易水道特別会計、公共下水道事業特別会計、老人保健
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特別会計、漁業集落排水事業特別会計、農業集落排水事業特別

会計、介護保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定について 

    日程第18 認定第２号 平成２２年度日出町水道事業会計決算の認定及び利益剰余金の

処分について 

    日程第19 報告第３号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断

比率の算定について 

    日程第20 報告第４号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比

率の算定について 

         提案理由の説明 

    日程第21 発議第１号 決算特別委員会の設置について 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

         開会、開議の宣告 

    日程第１ 会議録署名議員の指名 

    日程第２ 会期の決定 

    日程第３ 諸般の報告 

    日程第４ 行政報告 

    日程第５ 委員長報告 

         質疑・討論・採決 

    日程第６ 議案第49号 平成２３年度日出町一般会計補正予算（第３号）について 

    日程第７ 議案第50号 平成２３年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

               について 

    日程第８ 議案第51号 平成２３年度日出町簡易水道特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

    日程第９ 議案第52号 平成２３年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）について 

    日程第10 議案第53号 平成２３年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）について 

    日程第11 議案第54号 平成２３年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）について 
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    日程第12 議案第55号 平成２３年度日出町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

    日程第13 議案第56号 平成２３年度日出町水道事業会計補正予算（第１号）について 

    日程第14 議案第57号 日出町税条例等の一部改正について 

    日程第15 議案第58号 職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正について 

    日程第16 議案第59号 物品の購入について 

    日程第17 認定第１号 平成２２年度日出町一般会計歳入歳出決算、国民健康保険特別

会計、簡易水道特別会計、公共下水道事業特別会計、老人保健

特別会計、漁業集落排水事業特別会計、農業集落排水事業特別

会計、介護保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算の認定について 

    日程第18 認定第２号 平成２２年度日出町水道事業会計決算の認定及び利益剰余金の

処分について 

    日程第19 報告第３号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断

比率の算定について 

    日程第20 報告第４号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比

率の算定について 

         提案理由の説明 

    日程第21 発議第１号 決算特別委員会の設置について 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

出席議員（15名） 

１番  池田 淳子君        ２番  藤井 博幸君 

３番  工藤 健次君        ４番  安部 三郎君 

５番  田原 忠一君        ６番  森  昭人君 

８番  後藤  佑君        ９番  白水 昭義君 

10番  佐野 故雄君        11番  佐藤 隆信君 

12番  熊谷 健作君        13番  佐藤 二郎君 

14番  佐藤 克幸君        15番  笠置 久夫君 

16番  城 美津夫君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 
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────────────────────────────── 

欠  員（１名） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長  名部 憲文君       係長  安田加津浩君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 工藤 義見君  副町長 ………………… 堀田 義人君 

教育長 ………………… 石尾 潤治君  会計管理者 …………… 工藤都四男君 

総務課長 ……………… 木付 尚巳君  財政課長 ……………… 高倉 伸介君 

政策推進課長 ………… 越智  好君  税務課長 ……………… 松木俊一郎君 

住民課長 ……………… 酒井 保彦君  福祉対策課長 ………… 合田  俊君 

健康増進課長 ………… 河野 王見君  生活環境課長 ………… 小石 英介君 

商工観光課長 ………… 工藤 要一君  農林水産課長 ………… 村井 栄一君 

都市建設課長 ………… 川西 求一君  上下水道課長 ………… 小石 好孝君 

農委事務局長 ………… 近藤 嘉登君  教育委員会教育総務課長 … 小野裕一郎君 

教育委員会学校教育課長 … 清家 健志君  生涯学習課長 ………… 寺岡 達一君 

代表監査委員 ………… 阿部 長夫君  監査事務局長 ………… 八坂  司君 

総務課長補佐 ………… 河野 晋一君  財政課長補佐 ………… 脇  英訓君 

────────────────────────────── 

午前10時03分開会 

○議長（城 美津夫君）  皆さん、おはようございます。平成２３年第３回日出町議会定例会を開

催するに当たり、一言ごあいさつを申し上げます。 

 議員各位におかれましては、何かと御多用のところ御出席を賜り、まことに御苦労に存じます。

今期定例会には、平成２３年度日出町一般会計補正予算などの議案１１件、認定２件、報告２件

が提出されています。議員各位には慎重に御審議を賜り、適切な議決をいただくとともに、議事

運営につきましても格別の御協力をお願いいたしまして、あいさつといたします。 

────────────・────・──────────── 

開会、開議の宣告   

○議長（城 美津夫君）  ただいま出席議員は１５名です。定足数に達していますので、平成

２３年第３回日出町議会定例会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 
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────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（城 美津夫君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により、２番、藤井博幸君、

１３番、佐藤二郎君を指名します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 

○議長（城 美津夫君）  日程第２、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、先日２５日の議会運営委員会において、本日から９月

２６日までの２６日間という案を作成しましたが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、本定例会の会期は本日から９月

２６日までの２６日間に決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（城 美津夫君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 大分県町村議会議長会主催の研修会について報告します。 

 去る７月６日に行われました議員研修会は、共同通信社特別編集委員の西川孝純氏から大震災

後の日本の政治と題して講演がありました。東日本大震災後の復興対策や原発事故対応を巡って、

混迷する政治情勢について通信社の特別編集委員としての豊富な情報をもとに、現在の政局、後

継者と目される人はだれかなど、詳しく説明をしていただきました。 

 タイムリーな議題でありましたが、当時の政治状況については不透明な部分が多く、政局がは

っきりするまでには多くの時間が必要であり注視が必要と感じたところでございます。その後の

政治状況につきましては、皆様御存じのとおりでございます。 

 研修会には全議員の出席をいただき、盛会裏に終了することができました。心からお礼申し上

げます。 

 次に、平成２３年第１回大分県後期高齢者医療広域連合議会臨時会の概要について、同広域連

合議会副議長佐藤二郎君に報告をお願いします。１３番、佐藤二郎君。 

○議員（１３番 佐藤 二郎君）  平成２３年大分県後期高齢者医療広域連合議会第１回臨時会が

去る８月３日に大分県医師会館６階研修室において開催されましたので、その概要を御報告をさ

せていただきます。 

 今回の議会に上程されました議案は４件であります。各議案の概要をここで御報告申し上げま
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す。 

 はじめにお断りを申し上げます。各議案とも大分県後期高齢者医療広域連合の文言がついてお

りますが、省略をさせていただきたいと思います。 

 はじめに、議案第８号副広域連合長の選任に関し議会の同意を求めることについては、浜田博

氏、別府市長としての任期が４月２９日をもって満了となったことを受け、今回再び提案をされ

たものであります。 

 次に、議案第９号監査委員の選任に関し議会の同意を求めることについては、大分市議会選出

の河内正直議員の選出について提案されたものでありました。 

 次に、議案第１０号平成２２年度特別会計補正予算（第４号）の専決処分の報告及び承認を求

めることについては、歳入歳出の予算の総額にそれぞれ８億３,２６３万３千円を減額し、補正

後の予算総額１,６２９億２,６４０万７千円となっておりました。 

 主な内容は、歳入では療養給付費等国庫負担金３億５,２２０万円の減額をはじめとして、国

や県及び支払基金等にかかる療養給付費負担金の交付決定等が行われたことに伴い減額をしてお

りました。 

 歳出では、同様に実績に基づき療養給付費等の保険給付費を全体で２４億３,９２９万２千円

を減額しております。 

 次に、議案第１１号平成２３年度特別会計補正予算（第１号）については、２４億３,５５１万

９千円を増額し、補正後の予算総額を１,７０６億５,１９３万円となっております。 

 主な内容は、歳入では、市町村支出金には平成２２年度繰越分に係る保険料負担金３,２２４万

円を増額し、国庫支出金には特別収納対策事業市町村補助金にかかわる国庫補助金の内示を受け

たことにより２０８万９千円を増額しておりました。 

 以上４件につきましては全員異議なく、同意、承認、可決をされました。 

 以上をもちまして、平成２３年大分県後期高齢者医療広域連合議会第１回の臨時議会の報告と

させていただきます。 

○議長（城 美津夫君）  以上で諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（城 美津夫君）  日程第４、行政報告を行います。町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  おはようございます。本日、平成２３年第３回日出町議会定例会を開催

するに当たりまして、御通知申し上げましたところ、議員の皆様には何かと御多忙のところ、御

出席を賜り、御審議をいただきますことに対しまして、厚くお礼を申し上げたいと思います。 

 それでは、行政報告を申し上げます。 
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 まず、藤原放課後児童クラブの開所式についてであります。以前より、藤原小学校の保護者か

ら要望のありました放課後児童クラブの開所が４月２３日に藤原小学校で開催されました。当日

は、保護者や児童をはじめ地元の区長、老人クラブ、民生児童委員の代表、議会、行政の関係者

など多くの方が出席されました。 

 放課後児童クラブは、仕事などで保護者が家庭にいない小学校低学年を中心に見守りをするも

ので、午後６時まで夏休みが始まる７月２１日から、日曜日や祭日を除く月曜から土曜まで毎日

児童を受け入れています。藤原小学校の余裕教室を放課後児童クラブの専用室として改修し、藤

原小学校のＰＴＡ役員などを中心に藤原児童クラブ運営委員会を立ち上げていただき、日出町が

運営委員会に委託して運営を行っています。児童が安心・安全に過ごせる地域の子育て支援施設

として、地域の皆様の御理解と運営委員会への御協力をお願いいたします。 

 次に、糸ケ浜ビーチフェスタについてであります。７月３１日、県内外でも夏のイベントとし

て定着しております糸ケ浜ビーチフェスタ２０１１を糸ケ浜海浜公園内及び海水浴場において開

催いたしました。開催当日は天候にも恵まれ、県内外から選手や家族連れを含め約１,５００人

の来場者のもと、各種目で熱戦が繰り広げられました。 

 恒例のビーチバレーボール大会には、福岡県内の１２チームを含め４２チームが参加、暑い日

差しの中にもかかわらず果敢にボールに向かっていくレベルの高い熱戦が展開されました。 

 このほか、ビーチ水鉄砲大会や２０メートル先に立てた旗をとる早さを競うビーチフラッグ大

会、小学生を対象にしたミニドッジボール大会なども開催、海辺は終日水着姿の家族連れなどで

にぎわい、事故、けが人等もなく、盛況のうちに終了いたしました。 

 当日をはじめ、準備段階から企画運営に御尽力を賜りました関係各団体や糸ケ浜海水浴場の管

理組合の皆様に、厚くお礼を申し上げたいと思います。 

 次に、災害時応援協定についてであります。８月８日大分市の市町村会館においても国土交通

省九州地方整備局と日出町が大規模災害時の応援に関する協定を締結いたしました。他の２町

１村も同時に締結しました。 

 この協定は、災害対策基本法第７７条に基づき、地震、津波等により社会的な影響が大きい大

規模な災害が発生し、また発生する恐れがある場合に、市町村の実施する応急措置が的確かつ円

滑に行われるようにするための応援に関する内容等を定め、被害の拡大や二次災害を防止するこ

とを目的としたものであります。 

 本協定では、大規模災害時における応援の内容、被災状況の連絡及び現地情報連絡員の派遣、

応援の実施、応援要請の手続、応援要請の手続ができない場合の応援等について規定しておりま

す。本協定の締結により、災害時の支援を整備局へ要請する場合の方法等が明文化されますので、

迅速な応援要請や緊急時対応が可能となる効果が期待されております。 
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 次に、日出町ふるさと親善大使の委嘱式についてであります。８月１６日、日出町大神出身で

大手鉄鋼メーカー、神戸製鋼所の代表取締役社長として活躍されています佐藤廣士氏６５歳、神

戸市在住を日出町ふるさと親善大使に委嘱しました。 

 日出町ふるさと親善大使は、町外においていろいろな分野で活用されておられる町出身者にふ

るさとの魅力をＰＲしてもらおうと平成１８年から始めたもので、今回で４人目となります。 

 佐藤廣士氏は、昭和２０年日出町で産まれ、１８歳まで日出町におられました。昭和４５年に

九州大学大学院修士課程を修了され、同年４月に神戸製鋼所に入所されました。鉄鋼やチタン、

アルミニウムなどの幅広い製品の開発に携わられ、技術開発本部長を経て平成１６年４月に副社

長、平成２１年４月には社長となられ、事務系出身が続いたトップでは異色の工学博士でありま

す。 

 世界レベルでの競争が激しくなっている中、組織力を高め世界首位の製品をふやすなど、経済

産業会の第一線で活躍しておられます。同氏の今後ますますの御活躍をお祈りするとともに、い

ろんな機会を通じて日出町のＰＲもあわせてお願いするものであります。 

 次に、日出町総合計画後期基本計画についてであります。平成１８年度に策定しました第４次

日出町総合計画の前期基本計画の期間が平成２２年度で終了し、前期５年間での進捗状況や社会

情勢の変化などを踏まえ、改めて基本構想に描く町の姿を実現するための方策を見直し、後期基

本計画をこのほど策定しました。 

 今回、特に東日本大震災での教訓を踏まえた地域防災計画の見直しを行い、町民と行政が一体

となった備えを行っていかなければならないと考えています。また、町民の皆さんが主人公であ

ることを認識し、子育て支援、健康づくり、教育の充実、良好な住環境の整備、市街地整備、歴

史的町並み整備など、さまざまな分野で町民の皆様を「まちづくりのパートナー」として位置づ

け、行政と手を取り合い力を合わせていきたいと考えております。 

 いざというときに、互いに支えあう地域力をいかに向上していくかも大きな課題です。少子高

齢化の時代、希薄化しつつあると言われています地域社会の再生と強化を進めてまいりたいと考

えております。将来像の達成に向けて、引き続き各種施策の推進に努めてまいりますので、議員

皆様方の御協力と御支援をよろしくお願いいたします。 

 次に、日出町生活交通ネットワーク計画策定のための調査委託についてであります。８月

２４日に日出町生活交通確保維持協議会を開催し、そこで日出町生活交通ネットワーク計画策定

のための調査事業の委託先決定のため、指名型プロポーザル方式による提案の審査を行い、最優

秀企画提案者を株式会社地域科学研究所に決定いたしました。 

 この協議会は、国の「地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱」の規定に基づき、地

域住民、交通事業者、国、県、町などの代表からなる委員により構成され、本年４月２６日に設
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置されております。 

 なお、この委託契約は協議会と事業者の間で締結し、事業者は住民アンケートや公共交通利用

者へのヒアリング等各種調査を行い、調査結果をもとに日出町の公共交通の現状や課題を分析し、

これからの公共交通施策の指標として「日出町生活交通ネットワーク計画」を策定する予定であ

ります。 

 次に、第２次行財政改革プランについてであります。第１次行財政改革プランが平成２１年度

で終了しましたので、引き続き平成２２年度から平成２４年度までの３カ年の第２次行財政改革

プランを策定し取り組んでおりますが、平成２２年度の取り組み状況の評価を内部組織である専

門部会、幹事会で協議し、本部会議で決定しました。 

 その結果につきまして、８月２６日に開催しました行財政改革推進委員会に報告させていただ

きました。今後も、プランに基づき行財政改革に積極的に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、豊岡小学校本館改築工事についてであります。株式会社さとうベネック、株式会社（ヒ

デデンキ）と工事請負契約を締結し、昨年の１２月２１日に起工式を行い第１期工事を進めてま

いりましたが、ほぼ完成し９月末には引き渡しを受ける予定であります。第１期工事部分は、一

部４階建て、延べ床面積１,７７３平方メートルとなっています。 

 今後でありますが、１０月から１２月中旬までに既存校舎の解体を行い、来年の夏の完成をめ

どに第２期工事に着手する予定であります。 

 以上、甚だ簡単でありますが、行政報告とさせていただきます。 

○議長（城 美津夫君）  行政報告が終わりました。 

 地方自治法１２１条の規定により、町長ほか関係職員の出席を求めましたので、御報告します。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．委員長報告 

○議長（城 美津夫君）  日程第５、委員長報告を行います。 

 平成２３年第２回定例会において、閉会中の審査に付された所管事務調査の結果について報告

を求めます。総務常任委員会委員長 佐野故雄君。１０番佐野故雄君。 

○総務常任委員長（佐野 故雄君）  閉会中の総務常任委員会の所管事務調査について御報告いた

します。 

 去る８月１９日委員全員出席のもと、町長ほか所管課長に出席を求め、日出町総合計画後期計

画の報告並びに所管各課の事務調査を開催いたしました。 

 はじめに、所管各課より報告を受けました。 

 総務課からは、大規模災害時避難所整備事業についての説明がありました。また、委員から、
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今回の行政視察研修会の高浜市での窓口サービスにおいての机の配置が市民に対して好評である

ことから、委員より、本庁窓口においても改善できないか要望したところであります。 

 財政課からは、住民基本台帳を基本としたソフト、トップス２１Ｅ共同利用についての説明が

ありました。このことにつきましては、安心・安全であるテーマなのか、財政が逼迫しているの

で移行したのか、システムの説明がわかりにくいので再度具体的な説明をいただくよう求めたと

ころであります。 

 税務課からは、９月に向けた条例改正について説明を受けました。 

 次に、日出町総合計画後期計画について政策推進課より報告を受けました。平成１８年７月に、

人と自然が調和したふれあいと活力ある町を目指した第４次日出町総合計画が策定され、平成

２２年度に前期５年間を終え、進捗状況や社会情勢の変化などを踏まえ、改めて平成２３年度か

ら２７年度までの５年間を後期計画期間と定め策定したとのことであります。 

 全体として、前期計画２００項目から２減９増で２０７項目となり、削除したものとして大分

国体の取り組み、都市型災害の防止であります。また、新たに追加されたものとして、高齢者の

日常生活の支援、障がい者の家庭生活への支援、日出町浄化センターの増改築、下水道事業の効

率的な維持管理によるコスト縮減と安全経営に向けた取り組み、特定家畜伝染病の対策強化、有

害鳥獣対策、大学との連携、町並みの環境設備事業の計画推進の９項目となり、詳細にわたり取

りまとめの報告を受けたところであります。 

 委員から、財源はどのくらいかかるのか、また学校教育関係、給食センターの問題は早く進め

ていかなければならないのではという意見が出ました。財政課の予算編成とリンクしていかなく

てはならないことや、長期財政計画もやりながら具現化に向けて具体的に実行すべく教育委員会

とも協議しながら遂行していきたいとの回答がありました。 

 政策推進課からは、そのほかにふるさと親善大使委嘱、生活交通確保維持協議会、第２次行財

政改革プランの各項目について報告を受けたところであります。 

 また、当委員会は７月１３日から１５日まで行財政改革について東海方面へ研修視察を行いま

したので、概要を御報告いたします。 

 愛知県豊橋市では、事務事業評価、政策施策評価について研修いたしました。事務事業評価で

は、妥当性、有効性、効率性の視点から、事業の目的や内容を点検し、目標指数や単位コストな

どの分節により事業の成果等を評価し、市民サービスの向上、業務の効率化を進めていく評価を

行っており、また政策施策評価では、後期基本計画の改正にあわせて見直した１２４施策につい

て、基本計画に掲げた政策指標や施策指標の進捗状況など把握する中で、施策の達成度や政策へ

の貢献度などの評価を行っています。 

 行政評価を導入して１０年を迎え、市民の視点に立った目的、成果志向型の行政執行、職員の
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意識改革、行政形成能力の向上、わかりやすく透明性の高い行政運営の実現を目標において行動

していることは大いに参考になりました。 

 ２日目に、愛知県高浜市総合サービス株式会社へ研修を行いました。主な受託事業として、公

共施設維持管理事業、医療事務サービス事業、給食サービス事業、用務員サービス事業、市役所

窓口業務、公用車運転サービス事業、清掃サービス事業などを行っていました。特筆すべき点は、

福祉に関連するサービスは一切行っていないことと、市のＯＢを一切採用していないことです。 

 今回の視察研修先の両市は、自立のための地域経営を真剣に行っており、自立するための計画

と方策と行動がきちっとかみ合っていることに学ぶべき点が非常に多かったと思います。 

 詳細につきましては、お手元の研修視察報告をごらんください。 

 以上、甚だ簡単でございますが閉会中の総務常任委員会の報告といたします。 

○議長（城 美津夫君）  次に、産業建設常任委員会委員長 安部三郎君。４番、安部三郎君。 

○産業建設常任委員長（安部 三郎君）  産業建設常任委員会の御報告をいたします。 

 産業建設常任委員会は、閉会中の８月２日委員全員出席のもと、執行部より町長をはじめ所管

の関係する課長の出席を求め、日出町浄化センター視察と所管各課の事務調査を行いました。 

 まず、商工観光課から。二の丸館の来館者が５万人達成したこと。日出町シルバー人材セン

ターの事業実績状況について、平成２３年度ふるさと雇用再生特別交付金並びに緊急雇用創出事

業臨時特別交付金の申請額に対する内示について報告がありました。 

 また、平成２３年度団体旅行誘致緊急対策についての概要について説明を受けました。これは、

九州新幹線対策の一貫であり、町内観光産業の推進と観光客の増加を図るために旅行エージェン

ト等が取り扱う貸切バスを用いた旅行、商品の造成に県とともに支援を行うものであります。 

 委員からは、観光客の増加を図る趣旨はわかるが二の丸館に来庁した旅行会社に対してのキャ

ッシュバックなどもよいんではないかとの意見も出ました。 

 次に、農林水産課では、畜産共励会についての報告がありました。今年度より、会場は豊岡旧

家畜市場より豊後北部家畜市場に変更になり、出品のための移動距離も長くなったために１頭当

たり手当として６千円から８千円に、並びに振興補助金も若干の増額をしたとのことでありまし

た。 

 また、委員より、新採用職員には農業・漁業に対して県と同じように、現地へ行っての研修に

経験を積ませることが必要ではないかと意見が出ました。 

 次に、都市建設課関係では、おおいた安心住まい改修支援事業について説明を受けました。こ

れは、高齢者の暮らしの安全確保や子育て世代の住環境の向上を図るため、また地域の中小建設

事業者の受注機会の拡大を目的として県と町が合同で町内の高齢者世帯、子育て世代が行う持家

住宅の改修等に補助するものであります。今後、広報誌を通じて広く町民に広報できるよう実施



- 13 - 

し、計画戸数が少ない部分については予算の中で皆さんの要望を準用したいとのことであります。 

 また、暘谷駅都市再生整備事業につきまして、今年委託計画が上がっていました駅舎、自由通

路、駅前広場については７月２９日に業者が決定し、現在事業計画について具体的に打ち合わせ

をしながら今後ＪＲと協議していきたいとのことであります。 

 次に、農業委員会では、農業委員の任期満了による改選が行われ、７月２１日に臨時議会を開

催し会長副会長が決定したと報告を受けました。 

 最後に、上下水道課からは、公共下水道事業についての概要、整備状況の説明並びに日出町浄

化センターの現地視察を行いました。特に、公共下水道処理施設については、供用開始区域内の

人口増加により処理水量も年々増加してきており、施設の能力を増強して安定的な水質の確保を

目指しており、さらに供用開始からの年数が経過しており、長寿命化計画の策定により順次悪い

ところは変えていく予定を立てていることと、既に耐震診断を実施し必要ならば耐震工事を行い

たいとのことであります。 

 以上、甚だ簡単でございますが閉会中の産業建設常任委員会の報告といたします。 

○議長（城 美津夫君）  次に、社会厚生常任委員会委員長 白水昭義君。９番、白水昭義君。 

○社会厚生常任委員長（白水 昭義君）  社会厚生常任委員会の閉会中の審査につきまして御報告

申し上げます。 

 当委員会は、閉会中に２回の委員会を開催いたしました。まず１回目は、去る７月１３日に教

育委員会部局を対象に南端小学校を除く５校の小学校の巡視を行いました。各学年、学級の授業

参観と意見交換会をいたしたところであります。意見交換会では、主に学校サイドの意見、要望

を聞き、現説を受けたところであります。 

 要望事項としては、豊岡小学校が１件、藤原小学校が３件、川崎小学校が９件、大神小学校が

１件、計１４件の要望が出されました。いずれも施設の不具合箇所が多く、子供たちの安全にか

かわる事象ゆえに早急に修理改善するよう意見をした次第でございます。 

 なお、豊岡小学校改築工事、川崎小学校の耐震化工事につきましては、当初の計画どおり９月

末完成予定のことであります。いずれの工事も、授業と併進しての工事となりますので、安全に

は万全を期して施工するよう要望したところであります。 

 ２回目の委員会は、去る８月２３日、関係各課の所管事務調査を行いました。 

 まず、生活環境課は、まず１点目に南端、今畑集落の飲用水供給設備について、２点目が交通

指導員の委嘱について、３点目が平道墓地別府湾ロイヤル霊園擁壁の崩壊、４点目が日出港での

土砂等荷揚げにかかわる小規模たい積特定事業についての４点の報告を受けたところであります。 

 委員から、特に平道の墓地について、擁壁が崩壊してから１年以上経過しているにもかかわら

ず放置されているということは、今後許可の取り消しはできないのかというような意見が出され
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ましたが、法的にどうなのか調査し対応するとの答弁がありました。 

 また、日出港に荷揚げされている土砂の出所を調査し、放射能測定をする必要があるのではな

いかという意見が出され、担当者からは、土砂の出所については県のほうに問い合わせ調査し、

放射能測定については随時測定し報告するとの答弁がございました。 

 また、その他の項で、現在豊岡、一の坂にある株式会社ホープ再油工場の周辺に、新たに廃石

膏ボードリサイクル工場の建設が予定されているとの報告がありましたが、この地域は日出町の

飲用水の水源保護区域内にあるため到底容認するわけにはいかず、早急に条例を制定してでも阻

止すべきであるとの意見を付した次第であります。 

 次に、福祉対策課では、まず１点目に放課後児童クラブについて、２点目に子宮頸がん予防接

種について、３点目に補正予算の概要、４点目に県下市町村の障がい者及び高齢者のタクシー、

バスの補助制度についての説明を受けたところであります。高齢者のタクシー、バスの補助制度

について、今後日出町はどのような取り組みを行っていくのかと。その意見に対して執行部から

は、業者の了解が得られれば無料化に向け鋭意努力する旨の答弁がございました。 

 健康増進課からは、まず１点目に２２年度の後期高齢者医療特別会計の赤字についての説明、

それから、２点目に配食サービスの事業委託入札結果についての報告がございました。 

 配食サービスについては入札業者が１社しかなく、現在委託している日出サポートセンター

２００２が落札し、使用料については今年度は減免し、２４年度以降は前年度の収支によって判

断するとのことでありました。 

 また、日出町の健康保険は他市町村に比較しても高いのではないかという意見が委員から出さ

れまして、特に日出町には医科が２４、歯科が１１、計３５の医療供給体制になっており、医療

機関が多いのも一つの要因ではないかと。また、医療費も毎年２億円近く増加している現状をか

んがみて、今後着実に減少するような何らかの方策を講ずる必要があるのではないかとの意見を

した次第であります。 

 教育総務課につきましては、７月１３日に出されました要望事項に対する対策の進捗状況の説

明を受けました。要望事項１４件中１０件は８月末まで完成で、残りの４件についても９月末ま

でには完成予定との報告を得たところであります。今回の要望に対し、早急なる対応をしていた

だいた関係者の努力を評価するものであります。 

 なお、今度の要望事項は子供たちの安全にかかわる事象、また早急に対応すべき必要性のある

のもが多く感じられました。よって、来年度からは修理、補修費を予備費として当初予算に計上

し、早急に対応できる体制づくりが必要ではないかという意見が出され、担当者からは、来年度

からは当初予算に予備費として計上してみたいとの答弁がございました。 

 学校教育課からは、小中学校の教職員の定数と書画カメラの購入についての報告を受けたとこ
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ろであります。 

 生涯学習課からは、１点目にアーチェリー場の壁面新設工事、２点目に安養寺ふれあい広場の

芝生化工事について、３点目に第６４回県民体育大会について、４点目に的山荘資料館保存スケ

ジュールについての説明を受けました。 

 委員から、的山荘の県、国への文化財指定申請が遅いのではないかという指摘がありまして、

担当者からはできるだけ前倒しの方向で取り組んでいく旨の答弁がありました。 

 萬里図書館については、８月２日より学習室の開放と使用要綱についての説明、また学校給食

共用調理場については、昨年、東部保健所からの衛生指導として指摘された対策の結果の報告を

それぞれ受けたところであります。 

 以上、簡単ではございますが閉会中の社会厚生常任委員会の報告といたします。 

○議長（城 美津夫君）  次に、議会報編集特別委員会委員長 森昭人君。６番、森昭人君。 

○議会報編集特別委員長（森  昭人君）  議会報編集特別委員会の御報告を申し上げます。 

 議会報編集特別委員会は、閉会中の７月１２日、２０日の２回にわたり委員会を開催いたしま

して議会だより第８５号の編集を行い、７月２７日に全戸配付いたしたところであります。 

 以上で議会報編集特別委員会の報告終わります。 

○議長（城 美津夫君）  次に、議会改革調査特別委員会委員長 笠置久夫君。１５番、笠置久夫

君。 

○議会改革調査特別委員長（笠置 久夫君）  議会改革特別委員会の御報告を申し上げます。 

 議会改革特別委員会は、閉会中の８月１８日委員会を開会いたしました。その内容を御報告い

たします。 

 今回の委員会では、主に議員定数について協議を行いました。行財政改革として、経費削減を

進める立場から定数削減を求める声がございます。一方では、地方分権の進展により行政に対す

る議会の監視能力の強化も求められておりますことは、皆様御承知のとおりでございます。 

 議員定数の問題は避けて通れない問題でございます。当委員会としては、総合的に勘案、協議

した結果、２名程度の定数削減が妥当ではないかという結論に至りました。今後、議員各位は、

それぞれの議会改革特別委員会の委員が各常任委員会において意見をとりまとめ、改めて当委員

会で集約した上、全員参加の席上にて御提案しようと考えておりますので、御協力をお願いをい

たしたいと思います。 

 次に、委員会会議録の公開について協議を行いました。これは開かれた議会を目指すという観

点でありますが、要点筆記でありますので現在の会議録について公開との結論であります。 

 その他多くの項目について調査検討を加えておりますが、すべてに結論が出ているわけではご

ざいません。結論が出た項目から順次御報告をいたしたいと考えておりますので、御了解のほど
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をよろしくお願いをいたします。 

 以上、簡単でありますが議会改革特別委員会の報告といたします。 

○議長（城 美津夫君）  以上で委員長報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

質疑・討論・採決 

 これより委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  なければこれで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  なければこれで討論を終わります。 

 お諮りします。ただいま報告のありました常任委員会及び特別委員会における審査及び調査の

件は、委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、各常任委員会、特別委員会における

審査及び調査の結果は、委員長の報告のとおり決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第４９号 

日程第７．議案第５０号 

日程第８．議案第５１号 

日程第９．議案第５２号 

日程第１０．議案第５３号 

日程第１１．議案第５４号 

日程第１２．議案第５５号 

日程第１３．議案第５６号 

日程第１４．議案第５７号 

日程第１５．議案第５８号 

日程第１６．議案第５９号 

日程第１７．認定第１号 

日程第１８．認定第２号 

日程第１９．報告第３号 

日程第２０．報告第４号 
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提案理由の説明 

○議長（城 美津夫君）  日程第６、議案第４９号平成２３年度日出町一般会計補正予算（第

３号）についてから、日程第２０、報告第４号地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ

く資金不足比率の算定についてまでの議案１１件、認定２件、報告２件を一括して上程し、議題

とします。 

 提案理由の説明を求めます。町長、工藤義見君。町長。 

○町長（工藤 義見君）  それでは、提案理由の御説明を申し上げます。 

 今期定例会に御提案申し上げ、御審議いただきます議案１１件、認定２件、報告２件につきま

して、順次その概要を御説明申し上げます。 

 議案第４９号平成２３年度日出町一般会計補正予算（第３号）についてであります。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ２億２７９万６千円を追加し、

補正後の予算総額を９２億３,０７９万１千円とするものであります。 

 それでは、今回措置しました歳出予算の主な内容につきまして御説明申し上げます。 

 まず、東日本大震災の関連の予算としまして、町内の団体、個人より献金をしていただきまし

て収入し、そして今回その分２２５万円を宮城県亘理町へ寄附金として追加計上し、また岩手県

宮古市に派遣しました職員の人件費不足分を計上しております。町内の防災対策としましては、

大規模災害時に避難所となる町内各小中学校に備蓄用倉庫を設置し、備蓄物資を常備する経費を

新規に予算計上しております。 

 そのほかの歳出では、まず総務費で税の申告を自宅のパソコンからも行えるようにする地方税

電子申告システム導入費、住民記録や税情報など庁内関係行政システムを県下８市町村で共同利

用する基幹系システム共同利用導入委託費、また財産管理費におきまして、庁舎内の照明をＬＥ

Ｄ蛍光灯に移行するための経費等を計上しております。 

 民生費では、一人暮らしの高齢者や高齢者夫婦が地域で安心して暮らせるまちづくりのため、

緊急連絡先やかかりつけ医などの本人情報がわかる緊急時医療情報キットの整備費と、民生委員

活動の補助費を新規に計上しております。 

 子育て支援対策では、県の安心こども基金を活用した地域子育て創生支援事業におきまして、

中央公民館中庭を芝生化し子育て空間として整備するための工事費、本庁舎１階に授乳ブースを

設置するための経費を追加計上しております。また、新規事業であります子育てハッピースター

ト推進事業により、保育所等で子育て体験講座やプレママ、プレパパスクールを開設する経費を

計上しており、核家族化により進行しております子育てに対する不安や育児不安の軽減を図りま

す。 

 衛生費では、南端、今畑地区水道組合に対し安全安心な水を供給するため、日出町飲料水供給
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事業補助費を計上しております。 

 農林水産費では、平成２２年度まで２カ年の事業として実施しましたＪＡ日出町販路拡大推進

事業を今年度以降も継続して実施することとし、良質な日出産米の供給と販路拡大を図ります。 

 また、林業振興費におきまして、公共造林事業委託費を新規に計上しており、藤原、百合野地

区の山林の下刈りを実施します。 

 商工費では、観光費におきまして貸切バスによる団体旅行誘致事業補助費、また赤松橋を観光

資源として整備するため駐車場の舗装工事費を新規に計上しております。 

 土木費では、藤ケ谷清掃センター更新に伴う周辺環境整備事業として、町道影平線、萱場線の

道路改良事業費を新規に計上しております。また、そのほかの道路改良事業では新規に着手する

路線として太良庚申線、中屋敷早水線、赤山仁王線の３路線につきまして公有財産購入費等の予

算措置をしており、大神瀬ノ上線、則次辻の尾線、鍛冶屋線の各道路改良事業につきましては、

整備促進のため工事請負費等を追加計上しております。 

 住宅管理費では、高齢者や子供がいる世帯の簡易な耐震改修、バリアフリー改修といった住宅

改修に対する補助費を、おおいた安心住まい改修支援事業として新規に計上しております。 

 また、土木総務費で、今年度新設しました契約検査室の業務効率化のため契約管理システム導

入委託費を計上し、河川改良費におきまして、豊岡西区の琴釣川周辺整備事業費を計上しており

ます。 

 消防費では、豊岡新町地区と大神日比ノ浦地区の防火水槽設置費、小型消防ポンプ購入費、防

火水槽の蓋かけに要する修繕費を計上しております。 

 教育費では、学校管理費におきまして児童生徒の学習環境の整備のため、各小中学校の修繕費、

充実備品購入費等を増額補正しております。また、教育用パソコン導入事業で書画カメラ購入費

を計上しており、各小中学校に配備されております電子黒板の利活用を図ります。 

 そのほかの教育費では、体育施設管理費におきましてアーチェリー場の壁面設置、黒岩グラウ

ンドの倉庫設置の工事請負費を。また、社会教育総務費で成行自治公民館の新築補助費を計上し

ております。 

 災害復旧費では、６月の大雨により陥没しました須崎新田線ののり面復旧工事費を計上してお

ります。 

 今回の補正予算の財源としましては、前年度繰越金、臨時財政対策債の増額分、事業実施に伴

う国県支出金、事業費変更による町債の補正等で措置し、財政調整基金繰入金により財源調整し

ております。 

 また、予算第２条におきまして地方債の補正をお願いしております。 

 次に、議案第５０号平成２３年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についてで
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あります。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ７０６万２千円を追加し、補

正後の歳入歳出予算の総額を２９億６,２９２万９千円とするものであります。 

 補正をしました内容は、歳出で後期高齢者支援金、前期高齢者納付金の不足額と平成２２年度

の精算に伴う療養給付費負担金、出産育児一時金補助金の保証金を増額補正し、介護納付金を決

定額に基づき現額補正しております。 

 歳入につきましては、平成２２年度決算に基づく繰入金で措置し、国保財政調整基金繰入金の

現額により財源調整しております。 

 次に、議案第５１号平成２３年度日出町簡易水道特別会計補正予算（第１号）についてであり

ます。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ４２万５千円を追加し、補正

後の歳入歳出予算の総額を１,０９８万４千円とするものであります。 

 補正をしました内容は、歳出で職員人件費の不足額を計上し、歳入で平成２２年度決算に基づ

く繰越金を計上した上、一般会計からの繰入金により財源調整しております。 

 次に、議案第５２号平成２３年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

であります。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ２,５０２万円を追加し、補

正後の歳入歳出予算の総額を８億５,６４６万９千円とするものであります。 

 補正をしました主な内容は、歳出では水質保全下水道事業におきまして、平成２４年、２５年

度実施予定でありました浄化センター処理場耐震診断を本年度に前倒しで実施することとし、測

量設計委託費を増額補正しております。 

 また、浄化センター管理費、洲崎ポンプ場管理費、公共下水道事業費で公共枡設置、汚水管修

理等の修繕費を増額補正しており、一般管理費では職員人件費の不足分等を追加計上しておりま

す。 

 歳入につきましては、水質保全下水道事業にかかる国庫補助金の増額分を計上した上、一般会

計からの繰入金により財源調整しております。 

 次に、議案第５３号平成２３年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ２１６万９千円を追加し、補

正後の歳入歳出予算の総額を３,９７７万９千円とするものであります。 

 補正をしました内容は、歳出の浄化センター管理費におきまして、有機汚濁物質測定計器の修

繕費、消火器購入費を計上し、歳入につきましては一般会計からの繰入金により財源調整してお
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ります。 

 次に、議案第５４号平成２３年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。 

 補正をいたしました額は、既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ１８７万４千円を追加し、補

正後の歳入歳出予算の総額を４,２８０万９千円とするものであります。 

 補正をしました内容は、歳出の浄化センター管理費におきましてマンホールポンプ修理費等の

修繕費、消火器購入費を計上し、歳入につきましては一般会計からの繰入金により財源調整して

おります。 

 次に、議案第５５号平成２３年度日出町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてであり

ます。 

 補正をいたしました額は、保険事業勘定の規定の予算の総額に歳入歳出それぞれ２,７８０万

２千円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総額を２２億３６５万８千円とし、介護サービス事業

勘定の既定の予算の総額に歳入歳出それぞれ４７万３千円を追加し、補正後の歳入歳出予算の総

額を２,１５５万５千円とするものであります。 

 保険事業勘定で補正をしました内容は、歳出におきまして平成２２年度精算に伴う国県支払基

金への過年度償還金を計上し、歳入では平成２２年度決算に基づく繰越金、過年度分介護給付費

県負担金を計上した上、予備費により財源調整しております。 

 介護サービス事業勘定で補正をしました内容は、歳出におきまして平成２４年度介護保険法改

正に伴う介護予防システムのソフトウエア購入費を計上し、歳入につきましては一般会計からの

繰入金で財源調整しております。 

 次に、議案第５６号平成２３年度日出町水道事業会計補正予算（第１号）についてであります。 

 補正後の予算の総額は変更はございません。補正をしました内容は、予算第３条の収益的支出

におきまして草刈り及び剪定作業委託費と非常勤職員の人件費を増額補正し、予備費の減額によ

り財源調整したものであります。 

 次に、議案第５７号日出町税条例の一部改正についてであります。 

 地方税法の一部改正に伴い改正するものでありますが、主に寄附金税額控除の適用下限額の引

き下げと、罰則規定の見直しに伴い所要の改正を行うものであります。 

 次に、議案第５８号職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正についてであります。 

 特殊勤務手当の支給対象となる感染症の見直しと、用語の整理を行うため改正するものであり

ます。 

 次に、議案第５９号物品の購入についてであります。 

 日出町立大神中学校の教育用コンピューターを平成１４年度に購入し、情報教育の充実を図っ
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てまいりましたが、今回機器の更新を行いたいので、町有財産条例第２条の規定により議会の議

決をお願いするものであります。 

 認定第１号平成２２年度日出町一般会計歳入歳出決算、国民健康保険特別会計、簡易特別会計、

公共下水道事業特別会計、老人保健特別会計、漁業集落排水事業特別会計、農業集落排水事業特

別会計、介護保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計、歳入歳出の決算の認定についてであり

ます。 

 一般会計につきましては、歳入決算額８９億１,７００万４,８６２円、歳出決算額８７億

３０万９,７８８円となり、平成２１年度決算額と比較いたしますと、歳入総額は１.６％、歳出

総額は２.１％の減少となりました。 

 決算規模が減少いたしましたのは、前年度決算におきまして国の施策で実施した定額給付金事

業費４億３,８２２万８千円が含まれていたことが主な要因であります。 

 歳入につきましては、町税の決算額が前年度に比べ４.４％の減少となりました。法人町民税

が前年対比で４.６％増加し、企業収益回復の兆しが伺えますが、主要税目であります個人町民

税が８.６％、固定資産税が４.６％といずれも減少しており、町税全体の決算額は２年連続で減

少し、平成１５年度以降の低水準になっております。 

 町税とともに、歳入の大きな柱であります地方交付税につきましては、前年度に比べ１０.７％

の増加となりました。普通交付税の算定におきまして、基準財政収入額が減少したことが主な要

因となっております。 

 歳入全体で見ますと、町税の減収分を地方交付税の増加で補った形となっておりますが、この

結果として自主財源比率は２.３ポイント低下しております。歳出につきましては、投資的経費

が決算額８億７,１０８万１千円、前年度に比べ２１.７％の減額となっております。 

 平成２２年度は、豊岡小学校校舎増改築事業及び耐震補強事業、豊岡・川崎保育園の整備補助

費事業、またまちづくり交付金事業として日出城裏門櫓、隅櫓の復元工事、町道暘谷駅北口線の

歩道整備事業等を実施しております。また、防災対策として防災無線整備事業に取り組んでおり

ます。 

 義務的経費につきましては、前年度に比べ９.９％の増加となり、決算額全体に占める構成比

も５.７ポイント増加しております。義務的経費の内訳では、人件費が０.６％の減少となり、う

ち職員給につきましては０.３％の微増となっております。 

 扶助費につきましては、こども手当の支給が開始されたことにより２６％の大幅な増加となり、

義務的経費増加の大きな要因となっております。 

 また、公債費につきましては７.６％の増加となっておりますが、これは臨時財政対策債の償

還金が増加したためであります。 
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 その他の経費では、物件費につきまして４.３％、補助費等についても２４.４％と、前年度に

比べそれぞれ減少しております。 

 また、積立金につきましては、前年度対比４４.２％増の２億８,３８３万円で、財政調整基金、

減債基金、平成２２年度に新設しました公共施設整備基金にそれぞれ積立を行っており、後年度

の財政負担に対処いたします。 

 決算収支につきましては、形式収支、実質収支、単年度収支、実質単年度収支、いずれも黒字

を計上することができました。財政指標につきましては、財政の弾力性を示す数値であります経

常収支比率が８７.１％となり、前年度に比べ２.６ポイント改善し、財政力に対する公債費の負

担割合を示す実質公債比率についても１０.８％と、１.２ポイント改善しております。 

 このように、平成２２年度決算につきましては、収支の状況、財政指標ともにおおむね良好に

終了することができました。現在の地方財政におきましては、地方交付税などの原資による国税

収入が減少する一方で、少子高齢化に伴う社会保障関連費が増加するといった構造的に見ても極

めて厳しい環境に置かれております。また、景気や雇用情勢の悪化といった外部環境の変化に的

確に対応した行財政構造の改革が必要となっております。 

 財政運営に当たりましては、政局が不安定な状況の中で、より一層重要性が増しております自

主財源比率の向上に向けて、町税収入の確保、受益者負担の適正化など、財源確保に努めてまい

ります。また、政策の見直し、選択、集中を行い、限られた財源を重点的配分と経費支出の効率

化に努めてまいりたいと考えております。 

 議会の皆様には、今後ともなお一層の御指導御協力を賜りますようお願い申し上げる次第であ

ります。 

 次に、各特別会計の決算につきまして御説明申し上げます。 

 まず、国民健康保険特別会計でありますが、歳入決算額２９億３,８４６万８,０６４円、歳出

決算額２９億２,５４２万５,３７２円で、実質収支は１,３０４万２,６９２円となっております。 

 歳入におきましては、国民健康保険税収入額が前年度に比べ５７９万２千円の減少、現年度分

の収納率については、前年度から０.９％上昇し８９.５％になっております。一般会計からの繰

入金は、前年度に比べ８.７％増の１億５,５１０万１千円、また国保財政調整基金からの繰入を

４千万円行っており、保険給付費増加による財源不足を補てんしております。 

 歳出につきましては、保険給付費が１０％と大幅に増加し、２１億２,２８９万５千円となっ

ております。そのほかの歳出では、後期高齢者支援金が８.６％の減少、介護給付金が８.４％、

共同事業拠出金が１０.９％のそれぞれ増加となっております。また、平成２０年度より開始さ

れた特定健康診査事業につきましては受診率４４.９％、特定保健指導実施率６２.４％となって

おります。 
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 医療費の高騰は、国保財政のみでなく町財政の悪化にもつながり、その抑制が喫緊の課題であ

ります。医療費増加の主な原因であります生活習慣病患者の重症化抑制のため、特定健診保健指

導事業や個別の健康保健指導を柱とした積極的な保健事業の展開で医療費の適正化に努めてまい

ります。 

 次に、簡易水道特別会計であります。歳入決算額９０２万７,３４７円、歳出決算額８９７万

２,９３５円、実質収支５万４,４１２円となっております。 

 歳入につきましては、使用料収入が前年度に比べ２.３％の増となり、一般会計からの繰入は

行っておりません。 

 歳出の主な内容につきましては、豊岡簡易水道及び南端簡易水道の維持管理経費のほか、南端

簡易水道事業におきまして、目刈地区配水管敷設取りかえ工事を実施しております。 

 次に、公共下水道事業特別会計であります。決算額は、歳入歳出ともに８億５１４万４,５６３円

となっております。 

 主な歳入では、受益者負担金が前年度に比べ３１.２％の増、使用料収入が４.９％の増、また

公共下水道事業債が借換債の減少により１９.２％の減となっており、一般会計からの繰入金に

つきましては、２億１,４２０万７千円で１４.１％の増となっております。 

 歳出の主な内容につきましては、浄化センター及び洲崎ポンプ場の維持管理費、管渠等の付設

整備費、町債の元利償還金などであります。 

 平成２２年度の事業として、内野地区、国道１０号線等の汚水管付設工事を実施した結果、供

用面積は２.４ヘクタール増加して４４８ヘクタールとなりました。平成２２年度末現在、処理

人口は１万４,６０１人、普及率５１％、水洗化率は１万１,４６８人、水洗化率７８.５％とな

っております。 

 次に、老人保健特別会計であります。決算額は歳入歳出ともに５０万２,５４３円となってお

ります。 

 医療制度改革により、老人保健制度から後期高齢者医療制度へと移行したため、決算額は大き

く減少しております。平成２２年度決算につきましては、歳入におきまして過年度分の支払基金

交付金、国県負担金等を計上し、歳出におきまして一般会計への繰出金により精算処理いたして

おります。 

 次に、漁業集落排水事業特別会計であります。決算額は歳入歳出ともに３,４６０万８,２０２円

となっております。 

 歳出の内容としましては、浄化センターの運転管理等の維持経費、町債の元利償還金等であり

ます。平成２２年度末の処理人口は８９３人、水洗化人口７８４人、水洗化率は８７.８％とな

っております。 
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 次に、農業集落排水事業特別会計であります。決算額は歳入歳出ともに３,７１３万２,０９８円

となっております。 

 歳出の内容につきましては、浄化センターの運転管理等の維持経費、町債の元利償還金等であ

ります。平成２２年度末の処理人口は９３３人、水洗化人口は７４７人、水洗化率は８０.１％

となっております。 

 次に、介護保険特別会計保険事業勘定であります。歳入決算額２１億７,０８２万６,５６４円、

歳出決算額２１億４,６５１万７,８４５円で、実質収支では２,４３０万８,７１９円となってお

ります。 

 歳出のうち、保険給付費は現年度と比較して２.１％増の２０億６,８０５万７千円となってお

ります。保険給付費の主な内訳では、居宅介護サービス給付費が６.４％の増、施設介護サービ

ス給付費が２.４％の減、介護予防サービス給付費が１１.１％の増などとなっております。 

 歳入につきましては、介護保険医療収入が前年度と比較して１.２％の増、国県支払基金から

の負担金交付金は１.９％の増、一般会計からの繰入金については２.２％増の２億８,８２０万

４千円となっております。また、保険料の不足を補てんするため介護保険運営基金から繰入金を

３,８００万円行っております。 

 介護保険給付費の増加は、医療費の高騰とともに町財政を圧迫する要因となっており、その適

正化に努めることは今後の大きな命題であります。 

 次に、介護保険特別会計サービス事業勘定であります。この会計につきましては、地域包括支

援センターの包括的支援事業や介護予防支援事業を保険事業勘定と区分したものであります。決

算額は歳入歳出ともに１,６０３万４,３２９円となっております。 

 歳出の内容につきましては、介護予防専門員報酬、介護予防サービス計画作成委託費などであ

ります。 

 歳入につきましては、介護予防給付費収入と一般会計からの繰入金となっております。 

 最後に、後期高齢者医療特別会計であります。決算額は歳入歳出ともに２億４,９０１万

８,８１５円となっております。 

 歳出の内容は、後期高齢者医療広域連合への納付金と一般管理費などであります。 

 また、歳入につきましては、後期高齢者医療保険料と保険基盤安定繰入金等の一般会計繰入金

となっております。 

 以上、平成２２年度決算の概要を申し上げましたが、地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り監査委員の意見書を付して提出いたしておりますので、御認定いただきますようお願い申し上

げます。 

 次に、認定第２号平成２２年度日出町水道事業会計予算の認定及び利益剰余金の処分について
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であります。 

 平成２２年度収益的収入総額は４億１９２万８,５６５円で、前年度と比較して３６９万

２,１４７円、０.９％の増となっています。これは、給水収益及び新規加入金の増によるもので

あります。 

 収益的支出総額は３億５,０２９万８２０円で、前年度と比較して３４７万３,８６４円、

１.０％の減となっています。これは、企業債の借り換えによる支払利息の減によるものであり

ます。この結果、当年度純利益は前年度比１３.２％増の４,６７９万１,９６７円を計上してい

ます。 

 資本的収入及び支出につきましては、収入総額は１億４,０２５万９,２８２円、支出総額は

３億５,３１９万３,４０３円となりました。収支不足額の２億１,２９３万４,１２１円につきま

しては、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２９７万４,２６８円、現年度分損益

勘定留保資金１億３,３０８万３,１７０円、減債積立金５,２７７万１,７１０円及び建設改良積

立金２,４１０万４,９７３円で補てんしております。 

 当年度末の未処分利益剰余金６,６７９万１,９６７円の処分についてでありますが、

２,６７９万１,９６７円を減債積立金に、２,０００万円を建設改良積立金に、そして残り

２,０００万円につきましては翌年度に繰越、今後ともさらなる経営の健全化、安定化に努めて

まいりたいと考えております。 

 次に、報告第３号地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断比率の算定に

ついてであります。 

 平成２２年度決算に基づきまして、健全化判断比率の算定を行いましたので、その結果を御報

告申し上げます。 

 まず、実質赤字比率、連結実質赤字比率につきましては、黒字決算でありましたので数値はご

ざいません。実質公債費比率につきましては１０.８％、将来負担比率につきましては６２.４％

となっております。 

 この４つの指標につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する法律によりそれぞれ早

期健全化基準が定められており、いずれかの数値が基準以上の場合は財政健全化計画を作成し財

政健全化に努めなければなりません。 

 日出町の場合、早期健全化基準は実質赤字比率１４.４５％、連結実質赤字比率１９.４５％、

実質公債費比率２５.０％、将来負担比率３５０.０％となっており、いずれの数値におきまして

も基準以下の算定数値であったことを御報告申し上げます。 

 次に、報告第４号地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比率の算定につ

いてであります。 



- 26 - 

 資金不足比率とは、公営企業の経営健全化の判断指標であり、各公営企業の資金不足額の事業

規模に対する比率であります。日出町では、水道事業会計、簡易水道特別会計、公共下水道事業

特別会計、漁業集落排水事業特別会計、農業集落排水事業特別会計が対象となります。 

 公営企業における経営健全化基準は、資金不足比率２０％以上と定められておりますが、平成

２２年度決算におきまして各会計とも資金不足は生じておりませんので、資金不足比率の数値は

ございません。 

 以上、健全化判断比率、資金不足比率の御報告を申し上げましたが、地方公共団体の財政の健

全化に関する法律第３条第１項の規定に基づき監査委員の意見を付して提出いたしております。 

 以上、今期定例会にお願いしました議案１１件、認定２件、報告２件につきまして、甚だ簡単

でありますが御説明申し上げました。何とぞ、慎重な御審議を賜りまして、御賛同くださいます

ようお願い申し上げます。 

○議長（城 美津夫君）  提案理由の説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．発議第１号 

○議長（城 美津夫君）  日程第２１、決算特別委員会の設置についてを議題といたします。 

 お諮りします。認定第１号並びに認定第２号の２件につきましては、議長並びに監査委員を除

く全議員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託する上審査することにしたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、認定第１号並びに認定第２号の２件

につきましては、議長並びに監査委員を除く全議員で構成する決算特別委員会を設置し審査する

ことに決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任については、日出町議会

委員会条例第６条第１項の規定により議長並びに監査委員を除く全議員を指名したいと思います。

これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、ただいま指名いたしました議長並び

に監査委員を除く全議員を決算特別委員会委員に選任することに決定しました。 

 これより決算特別委員会委員長及び副委員長の選任を行います。委員長及び副委員長の選任の

方法は、日出町議会委員会条例第７条第２項の規定により決算特別委員会において互選すること

になっておりますので、委員長及び副委員長の互選をお願いいたします。 

 委員長及び副委員長の互選が終わるまでここでしばらく休憩をしたいと思います。これに御異
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議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、しばらく休憩をしたいと思います。

会議室のほうへ集まりください。 

午前11時35分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時42分再開 

○議長（城 美津夫君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 決算特別委員会において正副委員長の互選が行われ、その結果の報告が議長の手元に参りまし

たので御報告いたします。決算特別委員会委員長に笠置久夫君、副委員長に森昭人君が互選され

ました旨の報告がありました。 

 以上で決算特別委員会の設置及び委員の選任を終わります。 

────────────・────・──────────── 

散会の宣告 

○議長（城 美津夫君）  以上で本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会したいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、本日はこれで散会することに決定し

ました。 

 なお、会期日程に従い、一般質問は３日の土曜日並びに４日の日曜日に行いますので、各位に

かれましてはよろしく御協力のほどお願いいたします。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

午前11時44分散会 

────────────────────────────── 


